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(57)【要約】
【課題】ＭＩＭＯシステムにおいて、移動体通信機器と
基地局との間の通信品質を向上させる技術を提供する。
【解決手段】第１の無線通信装置が、第１の無線通信装
置と、複数のアンテナを有する第２の無線通信装置とを
有する通信システムにおいて、第１の無線通信装置が、
複数のアンテナから送信される送信信号を受信信号とし
て受信し、受信信号に基づいて所定のパラメータを該ア
ンテナごとに取得し、パラメータが所定の目標値になる
ように送信信号を前記第２の無線通信装置に制御させる
ための制御情報をアンテナごとに作成し、取得したそれ
ぞれのパラメータと目標値との差の絶対値を比較し、絶
対値が大きな受信信号に対応する制御情報を、絶対値が
小さな受信信号に対応する制御情報に対して優先して第
２の無線通信装置に送信し、第２の無線通信装置が、第
１の無線通信装置から制御情報を受信し、制御情報に従
ってアンテナごとに送信信号を制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の無線通信装置と、複数のアンテナを有する第２の無線通信装置とを有し、
　前記第１の無線通信装置は、前記複数のアンテナから送信される送信信号を受信信号と
して受信し、該受信信号に基づいて所定のパラメータを該アンテナごとに取得し、該パラ
メータが所定の目標値になるように該送信信号を前記第２の無線通信装置に制御させるた
めの制御情報を該アンテナごとに作成し、取得したそれぞれの該パラメータと該目標値と
の差の絶対値を比較し、該絶対値が大きな受信信号に対応する制御情報を、該絶対値が小
さな受信信号に対応する制御情報に対して優先して前記第２の無線通信装置に送信し、
　前記第２の無線通信装置は、前記第１の無線通信装置から前記制御情報を受信し、該制
御情報で指定されたアンテナの送信信号を該制御情報の指示に従って制御する、通信シス
テム。
【請求項２】
　前記第１の無線通信装置は、所定の周期で前記アンテナごとに前記制御情報を作成し、
該周期内に前記第２の無線通信装置に１つ以上の該制御情報を送信する、請求項１に記載
の通信システム。
【請求項３】
　前記第１の無線通信装置は、前記周期内に送信できる前記制御情報の数が、作成した前
記制御情報の数より少ないのであれば、作成した前記制御信号のうち、前記絶対値が大き
い前記受信信号に対応する該制御情報を優先して該周期内に送信できる数だけ送信し、残
りを破棄する、請求項２に記載の通信システム。
【請求項４】
　前記パラメータは、前記受信信号の信号電力対干渉電力比である、請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の通信システム。
【請求項５】
　前記パラメータは、前記受信信号に対応する回線の品質に応じて変動するパラメータで
ある、請求項１に記載の通信システム。
【請求項６】
　前記制御情報は、前記送信信号の電力の制御量を指示する情報である、請求項４又は５
に記載の通信システム。
【請求項７】
　前記パラメータは、前記受信信号に用いられている符号化率を示すパラメータである、
請求項１に記載の通信システム。
【請求項８】
　前記制御情報は、前記送信信号に用いる符号化率を前記第２の無線通信装置に指示する
情報である、請求項７に記載の通信システム。
【請求項９】
　前記パラメータは、前記受信信号に用いられている変調方式と符号化率との組み合わせ
を示すパラメータである、請求項１に記載の通信システム。
【請求項１０】
　前記制御情報は、前記送信信号に用いる変調方式と符号化率の組み合わせを前記第２の
無線通信装置に指示する情報である、請求項９に記載の通信システム。
【請求項１１】
　他の無線通信装置が有する複数のアンテナから送信される送信信号を受信信号として受
信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記受信信号に基づいて所定のパラメータを該アンテナ
ごとに取得するパラメータ取得手段と、
　前記パラメータ取得手段により取得された前記パラメータが所定の目標値になるように
前記送信信号を前記他の無線通信装置に制御させるための制御情報を該アンテナごとに作
成する制御情報作成手段と、
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　前記パラメータ取得手段により取得されたそれぞれの前記パラメータと前記目標値との
差の絶対値を比較し、該絶対値が大きな受信信号に対応する制御情報を、該絶対値が小さ
な受信信号に対応する制御情報に対して優先して前記他の無線通信装置に送信する送信手
段と、
　を有する無線通信装置。
【請求項１２】
　前記制御情報作成手段は、所定の周期で前記アンテナごとに前記制御情報を作成し、該
周期内に前記第２の無線通信装置に１つ以上の該制御情報を送信する、請求項１１に記載
の無線通信装置。
【請求項１３】
　前記送信手段により前記周期内に送信できる前記制御情報の数が、前記制御情報作成手
段により作成した前記制御情報の数より少ないのであれば、作成した前記制御信号のうち
、前記絶対値が大きい前記受信信号に対応する該制御情報を優先して該周期内に送信でき
る数だけ送信し、残りを破棄する制御情報破棄手段を更に有する、請求項１２に記載の無
線通信装置。
【請求項１４】
　前記パラメータは、前記受信信号の信号電力対干渉電力比である、請求項１１乃至１３
のいずれか１項に記載の無線通信装置。
【請求項１５】
　前記パラメータは、前記受信信号に対応する回線のサービス品質に応じて変動するパラ
メータである、請求項１１に記載の通信システム。
【請求項１６】
　前記制御情報は、前記送信信号の電力の制御量を前記他の無線通信装置に指示する情報
である、請求項１４又は１５に記載の無線通信装置。
【請求項１７】
　前記パラメータは、前記受信信号に用いられている符号化率を示すパラメータである、
請求項１１に記載の無線通信装置。
【請求項１８】
　前記制御情報は、前記送信信号に用いる符号化率を前記他の無線通信装置に指示する情
報である、請求項１７に記載の無線通信装置。
【請求項１９】
　前記パラメータは、前記受信信号に用いられている変調方式と符号化率との組み合わせ
を示すパラメータである、請求項１１に記載の無線通信装置。
【請求項２０】
　前記制御情報は、前記送信信号に用いる変調方式と符号化率との組み合わせを前記他の
無線通信装置に指示する情報である、請求項１９に記載の無線通信装置。
【請求項２１】
　第１の無線通信装置が、第１の無線通信装置と、複数のアンテナを有する第２の無線通
信装置とを有する通信システムにおいて、
　前記第１の無線通信装置が、前記複数のアンテナから送信される送信信号を受信信号と
して受信し、該受信信号に基づいて所定のパラメータを該アンテナごとに取得し、該パラ
メータが所定の目標値になるように該送信信号を前記第２の無線通信装置に制御させるた
めの制御情報を該アンテナごとに作成し、取得したそれぞれの該パラメータと該目標値と
の差の絶対値を比較し、該絶対値が大きな受信信号に対応する制御情報を、絶対値が小さ
な受信信号に対応する制御情報に対して優先して前記第２の無線通信装置に送信し、
　前記第２の無線通信装置が、前記第１の無線通信装置から前記制御情報を受信し、該制
御情報で指定されたアンテナの送信信号を該制御情報の指示に従って制御する、通信方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、複数のアンテナを組み合わせて、移動体通信機器１台当たりの帯域を広げた
通信システムにおいて、通信品質を向上させる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動体無線通信システムにおいては、基地局からの距離にかかわりなく、全ての端末が
同じ送信電力で電波を出力すると、近い方の端末からの電波が強くなりすぎて、遠い方の
端末からの電波を分離できなくなるという、いわゆる遠近問題が生じる。
【０００３】
　遠近問題を解消し、また、送信電力を節約するため、基地局が各端末から受信した電力
に基づいて各端末のアンテナの送信電力を制御する、ＴＰＣ(Transmit Power Control)技
術が用いられている。
【０００４】
　このＴＰＣ技術においては、非特許文献１に開示されているように、各端末は信号電力
対干渉電力比（ＳＩＲ:Signal to Interference power Ratio）を基地局に測定させるた
めのＳＩＲ測定用信号を出力する。基地局は、このＳＩＲ測定用信号を受信し、各アンテ
ナに対応するＳＩＲを算出する。そして、基地局は、予め定めておいたＳＩＲの目標値と
算出したＳＩＲとの差を求め、この差がなくなるように、送信電力の制御量を示すＴＰＣ
コマンドをアンテナごとに生成する。
【０００５】
　このＴＰＣコマンドは、非特許文献２に開示されているように、例えば、ＰＤＣＣＨ（
Physical Downlink Control CHannel）において、ＵＬ（Up Link）用情報を通知するため
に設けられたフィールドを通じて、基地局から端末へ１ミリ秒などの周期で通知される。
【０００６】
　端末に複数のアンテナを設けたＭＩＭＯ（Multiple Input Multiple Output）システム
においては、特許文献１に開示されているように、基地局は、各アンテナの送信電力の組
み合わせごとに、各アンテナのＳＩＲに基づく評価値の合計値を求め、この合計値が最小
となるように各アンテナの送信電力を制御することにより、通信品質の向上を図ることが
できる。また、特許文献２に開示されたＭＩＭＯシステムは、アンテナごとにデータスト
リームのエラーの有無を基地局で判断し、エラーがあったときは該当するデータを端末に
再送させることで、通信品質の向上を図っている。
【特許文献１】特開２００５－５７４９７号公報
【特許文献２】国際公開ＷＯ２００５／００４３７６号パンフレット
【非特許文献１】立川敬二　監修、「Ｗ－ＣＤＭＡ移動通信方式」、丸善（株）出版事業
部、２００６年６月２５日、ｐ５３－ｐ５５、ｐ１２７－ｐ１２９
【非特許文献２】Texas Instruments Source、“3GPP TSG RAN WG1 51bis Sevilla"、[on
line]、２００８年１月１４日、[平成２０年５月２６日検索]、インターネット<URL:http
://www.quintillion.co.jp/3GPP/TSG_RAN/TSG_RAN2008/TSG_RAN_WG1_RL1_1.html>
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、特許文献１および２に記載のＭＩＭＯシステムにおいても、通信品質が低下す
ることがあった。
【０００８】
　詳細には、複数のアンテナを制御する場合、所定期間内に送信すべきＴＰＣコマンドは
アンテナ数に比例して増加するので、全てのアンテナにＴＰＣコマンドを送信できるよう
に、基地局は、各アンテナに対するＴＰＣコマンドを含む無線フレームを時分割で端末へ
送信する。
【０００９】
　ところが、通信速度に対してアンテナ数が多すぎると、時分割で送信しても、ＴＰＣの
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更新期間（例えば、２ミリ秒）にすべてのアンテナにＴＰＣコマンドを送信できなくなる
。
【００１０】
　例えば、２ミリ秒ごとにＴＰＣコマンドを更新し、３本のアンテナに１ミリ秒ごとにＴ
ＰＣコマンドを送信する場合、２ミリ秒以内で３本のうち、２本にしかＴＰＣコマンドを
送信できず、残りの１本の送信電力制御が遅れてしまう。
【００１１】
　このように、送信側で送信電力の制御が遅れる結果、受信側においてアンテナごとの電
波の分離が困難となり、アンテナに対応する伝送チャネルの通信品質が低下してしまうと
いう問題があった。
【００１２】
　本発明は、ＭＩＭＯシステムにおいて、移動体通信機器と基地局との間の通信品質を向
上させる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、本発明の無線通信システムは、第１の無線通信装置と、複
数のアンテナを有する第２の無線通信装置とを有し、前記第１の無線通信装置は、前記複
数のアンテナから送信される送信信号を受信信号として受信し、該受信信号に基づいて所
定のパラメータを該アンテナごとに取得し、該パラメータが所定の目標値になるように該
送信信号を前記第２の無線通信装置に制御させるための制御情報を該アンテナごとに作成
し、取得したそれぞれの該パラメータと該目標値との差の絶対値を比較し、該絶対値が大
きな該受信信号に対応する該制御情報を、該絶対値が小さな該受信信号に対応する該制御
情報に対して優先して前記第２の無線通信装置に送信し、前記第２の無線通信装置は、前
記第１の無線通信装置から前記制御情報を受信し、該制御情報に従って前記アンテナごと
に前記送信信号を制御する。
【００１４】
　本発明の無線通信装置は、他の無線通信装置が有する複数のアンテナから送信される送
信信号を受信信号として受信する受信手段と、前記受信手段により受信された前記受信信
号に基づいて所定のパラメータを該アンテナごとに取得するパラメータ取得手段と、前記
パラメータ取得手段により取得された前記パラメータが所定の目標値になるように前記送
信信号を前記他の無線通信装置に制御させるための制御情報を該アンテナごとに作成する
制御情報作成手段と、前記パラメータ取得手段により取得されたそれぞれの前記パラメー
タと前記目標値との差の絶対値を比較し、該絶対値が大きな前記受信信号に対応する前記
制御情報を、該絶対値が小さな該受信信号に対応する該制御情報に対して優先して前記他
の無線通信装置に送信する送信手段と、を有する。
【００１５】
　本発明の通信方法は、第１の無線通信装置が、第１の無線通信装置と、複数のアンテナ
を有する第２の無線通信装置とを有する通信システムにおいて、前記第１の無線通信装置
が、前記複数のアンテナから送信される送信信号を受信信号として受信し、該受信信号に
基づいて所定のパラメータを該アンテナごとに取得し、該パラメータが所定の目標値にな
るように該送信信号を前記第２の無線通信装置に制御させるための制御情報を該アンテナ
ごとに作成し、取得した該パラメータと該目標値との差の絶対値が大きな該受信信号に対
応する該制御情報を、該絶対値が小さな該受信信号に対応する該制御情報に対して優先し
て前記第２の無線通信装置に送信し、前記第２の無線通信装置が、前記第１の無線通信装
置から前記制御情報を受信し、該制御情報に従って前記アンテナごとに前記送信信号を制
御する、通信方法である。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、無線通信装置は、複数のアンテナから送信される送信信号を受信信号
として受信し、この受信信号に基づいて、所定のパラメータをアンテナごとに取得し、取
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得したパラメータが所定の目標値になるように送信信号を制御させるための制御情報を、
取得したパラメータと目標値との差の絶対値が大きな受信信号に対応する制御情報を優先
して送信するので、アンテナごとに制御量が異なる場合であっても、送信側において、制
御量の大きなアンテナの送信電力が優先的に制御され、その結果、受信側でアンテナごと
の信号の分離が容易となって、アンテナに対応する伝送チャネルの通信品質が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　（第１の実施形態）
　本発明を実施するための第１の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１８】
　図１は、本実施形態のＭＩＭＯシステム１の構成を示すブロック図である。同図を参照
すると、ＭＩＭＯシステム１は、基地局装置１０と、複数の移動体通信機器（例えば、２
０および２１）とを有する。
【００１９】
　移動体通信機器２０および２１は、移動中の無線通信が可能な機器であり、例えば、携
帯電話機、ＰＤＡ（Personal Digital Assistant）、カーナビゲーション装置などである
。移動体通信機器２０および２１は、それぞれ複数の送信用のアンテナ（例えば、アンテ
ナ２０１、２０２、および２０３）を有し、これらのアンテナを介して、基地局装置１０
に、所定の周期（例えば、１ミリ秒）で、ＳＩＲを測定させるためのＳＩＲ測定用信号（
送信信号）を送信する。
【００２０】
　基地局装置１０は、基地局に設置される無線通信装置であり、移動体通信機器（２０お
よび２１）からのＳＩＲ測定用信号を受信信号として受信し、この受信信号に基づいてＳ
ＩＲを算出し、算出したＳＩＲと目標値との差に応じて、アンテナ送信電力の制御量を指
示するＴＰＣコマンドをアンテナごとに送信する。
【００２１】
　移動体通信機器２０および２１は、それぞれ１以上の受信用のアンテナを有する。移動
体通信機器２０および２１は、これらのアンテナを介してＴＰＣコマンドを受信し、受信
したＴＰＣコマンドに従って、アンテナの送信電力を増加または減少させる。
【００２２】
　なお、ＭＩＭＯシステム１全体において移動体通信機器の送信用のアンテナの本数が合
計で２以上となるのであれば、移動体通信機器の台数と、各移動体通信機器の送信用のア
ンテナの本数とは、それぞれ２本、２台に限らない。
【００２３】
　図２は、基地局装置１０の構成を示すブロック図である。同図を参照すると、基地局装
置１０は、受信部１１、パラメータ取得部１３、制御情報作成部１５、および送信部１７
を有する。
【００２４】
　受信部１１は、信号分離部１１１を有する。信号分離部１１１は、基地局装置１０が移
動体通信機器２０および２１から受信した受信信号を、複数のアンテナ（アンテナ２０１
、２０２、および２０３等）に対応するＳＩＲ測定用信号にそれぞれ分離する。
【００２５】
　パラメータ取得部１３は、信号分離部１１１が分離した各信号から、送信電力制御に用
いられるパラメータであるＳＩＲを測定する。
【００２６】
　パラメータ取得部１３は、ＳＩＲ測定用信号を受信するたびに、ＳＩＲ測定用信号から
、アンテナごとにＳＩＲの瞬時値を算出する。そして、パラメータ取得部１３は、前回ま
でに算出したＳＩＲの値と今回算出した瞬時値とから、忘却係数を用いた一時フィルタで
、複数周期間における時間平均をとってアンテナごとのＳＩＲの時間平均値を算出し、今
回算出したＳＩＲの時間平均値で、前回算出したＳＩＲの時間平均値を更新する。
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【００２７】
　また、パラメータ取得部１３は、アンテナごとに算出したＳＩＲの時間平均値の移動体
通信機器における平均値を算出する。
【００２８】
　パラメータ取得部１３は、移動体通信機器ごと、アンテナごと、に算出したＳＩＲを示
す情報をＳＩＲ測定データ１３１として記憶する。図３にＳＩＲ測定データ１３１の構成
の一例を示す。同図を参照すると、ＳＩＲ測定データ１３１は、「端末ＩＤ」、「アンテ
ナ番号」、「個別ＳＩＲ測定値」、および「平均ＳＩＲ測定値」を示す情報を含む。
【００２９】
　「端末ＩＤ」は、移動体通信機器（２０および２１）ごとに一意に割り当てられた番号
である。「アンテナ番号」は、アンテナ（２０１、２０２、および２０３等）ごとに一意
に割り当てられた番号である。「個別ＳＩＲ測定値」は、アンテナごとに算出されたＳＩ
Ｒの時間平均値であり、「平均ＳＩＲ測定値」は、移動体通信機器ごとに算出されたＳＩ
Ｒの平均値である。「個別ＳＩＲ測定値」および「平均ＳＩＲ測定値」の単位は、例えば
デシベル（ｄＢ）とする。
【００３０】
　例えば、アンテナ番号「２０１」、「２０２」、「２０３」の示すアンテナからの受信
信号に基づき、それぞれ「－１０（ｄＢ）」、「－２０（ｄＢ）」「－１０（ｄＢ）」の
「個別ＳＩＲ測定値」が算出された場合、端末ＩＤ「２０」の示す端末の「平均ＳＩＲ測
定値」は、約「－１２（ｄＢ）」となる。
【００３１】
　図２に戻り、制御情報作成部１５は、アンテナごとにＳＩＲの目標値を示すＳＩＲ目標
データ１５１を記憶しておく。そして、制御情報作成部１３は、所定の周期(以下、「Ｔ
ＰＣ更新周期」という)で、ＳＩＲの測定値を目標値とするための送信電力の制御量を指
示するＴＰＣコマンド１５３をアンテナごとに作成し、記憶する。ＴＰＣ更新周期は、Ｓ
ＩＲ測定用信号の送信周期より長くする。例えば、ＳＩＲ測定用信号の送信周期が1ミリ
秒であったとき、ＴＰＣ更新周期は２ミリ秒とする。
【００３２】
　図４は、ＳＩＲ目標データ１５１の構成の一例を示す図である。同図を参照すると、Ｓ
ＩＲ目標データ１５１は、「端末ＩＤ」、「アンテナ番号」、および「ＳＩＲ目標値」を
示す情報を含む。
【００３３】
　「端末ＩＤ」は、移動体通信機器ごとに一意に割り当てられた番号であり、「アンテナ
番号」は、アンテナごとに一意に割り当てられた番号である。「ＳＩＲ目標値」は、アン
テナごとのＳＩＲの目標値である。
【００３４】
　図５は、ＴＰＣコマンド１５３の構成の一例を示す図である。同図を参照すると、ＴＰ
Ｃコマンド１５３は、「端末ＩＤ」、「アンテナ番号」、および「制御量」を示す情報を
含む。
【００３５】
　「端末ＩＤ」は、移動体通信機器ごとに一意に割り当てられた番号であり、「アンテナ
番号」は、アンテナごとに一意に割り当てられた番号である。「制御量」は、アンテナご
とに送信電力を増減すべき量が設定される。「制御量」の単位は例えばデシベル（ｄＢ）
とする。
【００３６】
　なお、ＴＰＣコマンド１５３は、送信電力の制御量を指示する制御情報としているが、
送信電力の目標値を指示する制御情報や、送信電力の増減を指示するコマンドビットであ
ってもよい。
【００３７】
　図２に戻り、制御情報作成部は、ＴＰＣ更新周期で、アンテナごとのＳＩＲの測定値と
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目標値との差の絶対値に応じて優先度設定データ１５５を作成する。
【００３８】
　優先度設定データ１５５は、制御情報の送信における、アンテナごとの優先度を示す情
報である。
【００３９】
　図６に優先度設定データ１５５の構成の一例を示す。同図を参照すると、優先度設定デ
ータ１５５は、「アンテナ番号」、「ＳＩＲ差」、および「アンテナ優先度」を示す情報
を含む。
【００４０】
　「アンテナ番号」は、アンテナごとに一意に割り当てられた番号であり、「ＳＩＲ差」
は、アンテナごとに算出された個別ＳＩＲ測定値と目標値との差の絶対値である。「アン
テナ優先度」は、１つの移動体通信機器におけるアンテナごとの優先度を示し、小さな数
値ほど優先度が高いことを示し、「ＳＩＲ差」の大きいアンテナほど高い優先度が設定さ
れる。
【００４１】
　例えば、「アンテナ番号」が２０１、２０２、および２０３のアンテナの「ＳＩＲ差」
がそれぞれ０、１０、および０であれば、「アンテナ番号」２０１の「アンテナ優先度」
を２、「アンテナ番号」２０２の「アンテナ優先度」を１とし、「アンテナ番号」２０３
の「アンテナ優先度」を３とする。制御量の大きなアンテナほど、優先度を高くし、制御
量が同じアンテナであれば、アンテナ番号が小さいアンテナほど、優先度を高くする。
【００４２】
　図２に戻り、制御情報作成部１５は、ＴＰＣ更新周期で、移動体通信機器ごとのＳＩＲ
の平均値に基づいてチャネル割当テーブル１５７を作成する。
【００４３】
　チャネル割当テーブル１５７は、制御情報を送信するチャネルと移動体通信機器との対
応関係を示すテーブルである。
【００４４】
　後述する送信部１７はこのＴＰＣコマンドを所定数のチャネルを通じて送信するが、こ
のチャネル数が移動体通信機器の数より小さければ、全ての移動体通信機器にチャネルを
割り当てることができない。この場合、制御情報作成部１５は、各移動体通信機器のＳＩ
Ｒの平均値に基づいてチャネルに移動体通信機器を割り当てる。
【００４５】
　例えば、移動体通信機器に備えられた全てのアンテナのＳＩＲの平均値が小さい移動体
通信機器を優先してチャネルに割り当てることにしてもよい。
【００４６】
　図７は、チャネル割当テーブル１５７の構成の一例を示す図である。同図を参照すると
、「チャネル番号」および「端末ＩＤ」を示す情報を含む。
【００４７】
　「チャネル番号」は、制御情報を送信するチャネルに割り当てられた番号であり、「端
末ＩＤ」は、移動体通信機器ごとに一意に割り当てられた番号である。
【００４８】
　例えば、「チャネル番号」が０～３の４チャネルが設けられ、ＳＩＲの平均値の小さい
移動体通信機器から順に「端末ＩＤ」が２０、２１、２３、２９であれば、「チャネル番
号」０～３のそれぞれに「端末ＩＤ」として２０、２１、２３、２９が割り当てられる。
【００４９】
　図２に戻り、制御情報作成部１５は、ＴＰＣ更新周期で、アンテナごとの優先度に従っ
てＴＰＣコマンド割当テーブル１５９を作成する。
【００５０】
　ここで、後述する送信部１７は、ＴＰＣコマンド１５３をＴＰＣ更新周期より短い所定
の周期、例えば、チャネル割当テーブル１５７を更新する周期（以下、「チャネル割当テ
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ーブル更新周期」という）で各移動体通信機器に送信する。
【００５１】
　ＴＰＣコマンド割当テーブル１５９は、チャネル割当テーブル更新周期（例えば、１ミ
リ秒）ごとに、ＴＰＣコマンドの送信対象とするアンテナを示すテーブルである。
【００５２】
　制御情報送信部１５は、ＴＰＣコマンド割当テーブル１５９において、移動体通信機器
にチャネルの割当があれば、その移動体通信機器において「アンテナ優先度」の高いアン
テナのＴＰＣコマンドから順に送信する。
【００５３】
　つまり、制御情報送信部１５は、個別ＳＩＲ測定値と目標値の差の絶対値の大きなアン
テナのＴＰＣコマンドを、差の絶対値の小さなアンテナのＴＰＣコマンドに対して優先的
に送信する。
【００５４】
　図８は、ＴＰＣコマンド割当テーブル１５９の構成の一例を示す図である。同図を参照
すると、ＴＰＣコマンド割当テーブル１５９は、「端末ＩＤ」、「アンテナ優先度」、「
送信アンテナ番号」、および「ＴＰＣコマンド」を示す情報を含む。
【００５５】
　「端末ＩＤ」は、移動体通信機器ごとに一意に割り当てられた番号であり、「アンテナ
優先度」は、１つの移動体通信機器におけるアンテナごとの優先度である。「送信アンテ
ナ番号」は、ＴＰＣコマンドの送信対象とするアンテナの番号である。「ＴＰＣコマンド
」は、アンテナ番号と、そのアンテナの送信電力の制御量を示す情報である。
【００５６】
　例えば、「端末ＩＤ」が２０のアンテナ２０１、２０１、および２０２の「アンテナ優
先度」は、２０２、２０１、２０３の順で高いので、ＴＰＣ更新周期（２ミリ秒）におい
て、チャネル割当テーブル更新周期（１ミリ秒）ごとに、「アンテナ番号」２０２、２０
１のＴＰＣコマンドが送信される。残りのアンテナ２０３のＴＰＣコマンドは破棄される
。
【００５７】
　「端末ＩＤ」が２２の移動体通信機器は、チャネル割当テーブル１５７において割当が
ないので、ＴＰＣコマンドは送信されない。「端末ＩＤ」が２３の移動体通信機器は、ア
ンテナが１本なので、ＴＰＣ更新周期（２ミリ秒）のうち、最初のチャネル割当テーブル
更新周期（１ミリ秒）において、ＴＰＣコマンドが送信され、残りのチャネル割当テーブ
ル更新周期（１ミリ秒）においてはＴＰＣコマンドが送信されない。
【００５８】
　このように、個別ＳＩＲ測定値と目標値との差の絶対値が大きなアンテナのＴＰＣコマ
ンドを、差の絶対値が小さなアンテナのＴＰＣコマンドに対して優先して送信すれば、制
御量の大きいアンテナの制御が遅れることがなく、各アンテナの送信電力制御が適切に実
行される結果、移動体通信機器から受信した受信信号のアンテナごとの分離が容易となり
、受信側（１０）の受信品質が向上する。また、送信側（２０および２１）においては、
アンテナの送信電力が節約される。
【００５９】
　図２に戻り、送信部１７は、ＴＰＣコマンド割当テーブル１５９に従って、端末ＩＤを
示す情報を付加し、アンテナフィールドおよびＴＰＣフィールドを設けたサブフレーム１
７１を各移動体通信機器（２０および２１）に送信する。
【００６０】
　無線フレームのフォーマットについて説明する。基地局装置１０は、所定の周期（例え
ば、１０ミリ秒）で、無線フレームを送信する。この無線フレームは、チャネル割当テー
ブル更新周期（１ミリ秒）で複数のサブフレームに時分割される。そして、各サブフレー
ムには、複数のチャネルに対応する制御情報が付加され、この制御情報には、制御対象の
移動体通信機器を示す端末ＩＤを示す情報が付加され、アンテナフィールドおよびＴＰＣ
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フィールドが設けられる。アンテナフィールドには、制御対象のアンテナを識別するため
の情報が格納され、ＴＰＣフィールドには、ＴＰＣコマンドが格納される。
【００６１】
　図９は、ＭＩＭＯシステム１における無線フレームのフォーマットを示す図である。同
図を参照すると、無線フレームは、「sub frame#0」～「sub frame#9」の１０個のサブフ
レームに時分割される。各サブフレームには、ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control 
CHannel）（ＵＬ:UpLink）を通じて送信される情報が格納される。
【００６２】
　ＰＤＣＣＨを通じて送信される情報は、物理レイヤでの制御情報であり、複数のチャネ
ルに対応する制御情報を格納できる。各チャネルを通じて送信される制御情報は、符号化
された端末ＩＤ、アンテナフィールドおよびＴＰＣフィールドを含む。
【００６３】
　図１０は、移動体通信装置２０の構成を示すブロック図である。同図を参照すると、移
動体通信装置２０は、ＰＤＣＣＨ復号部２０５、端末ＩＤ抽出部２０６、アンテナ番号抽
出部２０７、ＴＰＣコマンド抽出部２０８、および送信電力調整部２０９を有する。
【００６４】
　ＰＤＣＣＨ復号部２０５は、基地局装置１０からＰＤＣＣＨ（ＵＬ）を通じて受信した
制御情報を復号する。端末ＩＤ抽出部２０６は、復号された制御情報から、端末ＩＤを示
す情報を抽出し、この端末ＩＤが、移動体通信機器２０に対応するＩＤであるか否かを判
断する。
【００６５】
　端末ＩＤが、移動体通信機器２０に対応するＩＤであれば、アンテナ番号抽出部２０７
は、復号された制御情報から、アンテナフィールドに対応する情報を読み出し、制御対象
のアンテナのアンテナ番号を求める。
【００６６】
　ＴＰＣコマンド抽出部２０８は、復号された制御情報から、ＴＰＣフィールドに対応す
る情報を抽出し、アンテナに対するＴＰＣコマンドを抽出する。
【００６７】
　送信電力制御部２０９は、アンテナごとのＴＰＣコマンドに従って、各アンテナ（２０
１、２０２、２０３）の送信電力を増加または減少する。
【００６８】
　移動体通信機器２１の構成は、移動体通信機器２０と同様の構成である。
【００６９】
　次に、通信システム１の動作について、図１１～図１４を参照して説明する。図１１は
、基地局装置１０の実行する送信電力制御処理を示すフローチャートである。送信電力制
御処理は、基地局装置１０に電源が投入されたとき、または所定のアプリケーションが実
行されたときに開始する。
【００７０】
　図１１において、信号分離部１１１は、移動体通信機器２０および２１から受信した受
信信号を、各アンテナ（２０１、２０２、および２０３）に対応するＳＩＲ測定用信号に
それぞれ分離する（ステップＳ１）。
【００７１】
　基地局装置１０は、制御情報作成処理を実行し（ステップＳ３）、送信部１７は、送信
処理を実行する（ステップＳ５）。ステップＳ５の後、基地局装置１０は、送信電力制御
処理を終了する。
【００７２】
　図１２は、制御情報作成処理を示すフローチャートである。基地局装置１０は、最初に
受信信号を分離したとき、または前回の計測時からＳＩＲ測定用信号の送信周期（１ミリ
秒）が経過したか否かを判断する（ステップＳ３５）。ＳＩＲ測定用信号の送信周期が経
過したならば（ステップＳ３５：ＹＥＳ）、パラメータ取得部１３は、ＳＩＲ測定用信号
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からアンテナごとに個別ＳＩＲ測定値を算出し（ステップＳ３６）、移動体通信機器ごと
にＳＩＲの平均値を算出する（ステップＳ３７）。
【００７３】
　制御情報作成部１５は、ＴＰＣ更新周期（２ミリ秒）が経過したか否かを判断する（ス
テップＳ３８）。ＴＰＣ更新周期が経過したならば（ステップＳ３８：ＹＥＳ）、制御情
報作成部１５は、ＳＩＲの測定値を目標値にするための、アンテナごとの送信電力の制御
量を求め、この制御量を指示するＴＰＣコマンド１５３を作成し、記憶する（ステップＳ
３９）。制御情報作成部１５は、個別ＳＩＲ測定値と目標値との差の絶対値に応じて、ア
ンテナごとに優先度を設定し、優先度設定データ１５５を作成し、記憶する（ステップＳ
４０）。
【００７４】
　制御情報作成部１５は、優先度設定データ１５５の示す「アンテナ優先度」に従って、
ＴＰＣコマンド割当テーブル１５９を作成し、記憶する（ステップＳ４１）。
【００７５】
　ＳＩＲ測定用信号の送信周期（１ミリ秒）が経過していない場合（ステップＳ３５：Ｎ
Ｏ）、ＴＰＣ更新周期（２ミリ秒）が経過していない場合（ステップＳ３８：ＮＯ）、ま
たはステップＳ４１の後、基地局装置１０は、送信電力制御処理を終了する。
【００７６】
　図１３は、送信処理を示すフローチャートである。同図を参照すると、送信部１７は、
最初にＴＰＣコマンドを作成したとき、又は前回ＴＰＣコマンドを送信したときから、チ
ャネル割当テーブル更新周期（１ミリ秒）が経過したか否かを判断する（ステップＳ５１
）。
【００７７】
　チャネル割当テーブル１５７の更新周期（例えば、１ミリ秒）を経過していれば（ステ
ップＳ５１：ＹＥＳ）、送信部１７は、各移動体通信機器のＳＩＲの平均値に基づいて、
チャネル割当テーブル１５７を作成して記憶し（ステップＳ５２）、サブフレームに設け
られた複数のチャネルのうち、いずれかのチャネルを選択し、チャネル割当テーブル１５
７において、選択したチャネルに移動体通信機器の割当があるか否かを判断する（ステッ
プＳ５３）。選択したチャネルに移動体通信機器の割当があれば（ステップＳ５３：ＹＥ
Ｓ）、送信部１７は、ＴＰＣコマンド割当テーブル１５９において、その時刻にアンテナ
の割当があるか否かを判断する（ステップＳ５４）。
【００７８】
　アンテナの割当があれば（ステップＳ５４：ＹＥＳ）、送信部１７は、割り当てられた
「アンテナ番号」を示す情報をアンテナフィールドに格納し、ＴＰＣコマンドをＴＰＣフ
ィールドに格納する（ステップＳ５５）。
【００７９】
　送信部１７は、割当のあった機器をチャネル割当テーブル１５７から削除し（ステップ
Ｓ５６）、割当のあったＴＰＣコマンドをＴＰＣコマンド割当テーブル１５９から削除す
る（ステップＳ５７）。
【００８０】
　選択したチャネルに移動体通信機器の割当がない場合（ステップＳ５３：ＮＯ）、その
時刻にアンテナの割当がない場合（ステップＳ５４：ＮＯ）、またはステップＳ５７の後
、送信部１７は全てのチャネルに制御情報を付加したか否かを判断する（ステップＳ５８
）。全てのチャネルに制御情報を付加していなければ（ステップＳ５８：ＮＯ）、送信部
１７は、ステップＳ５３に戻る。
【００８１】
　全てのチャネルに制御情報を付加したならば（ステップＳ５８：ＹＥＳ）、送信部１７
は、アンテナフィールドおよびＴＰＣフィールドを設定したサブフレーム１７１を移動体
通信機器に送信する（ステップＳ５９）。チャネル割当テーブル１５７の更新周期（１ミ
リ秒）を経過していない場合（ステップＳ５１：ＮＯ）、またはステップＳ５９の後、送
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信部１７は、送信処理を終了する。
【００８２】
　図１４は、移動体通信機器２０の実行する受信制御処理を示すフローチャートである。
送信電力制御処理は、基地局装置１０から移動体通信装置２０がサブフレーム１７１を受
信したときに開始する。
【００８３】
　図１４を参照すると、ＰＤＣＣＨ複号部２０５は、基地局装置１０からＰＤＣＣＨ（Ｕ
Ｌ）を通じて受信した制御情報を複号する（ステップＴ１）。端末ＩＤ抽出部２０６は、
復号された制御情報から、端末ＩＤを示す情報を抽出し（ステップＴ２）、その端末ＩＤ
が、移動体通信機器２０に対応するＩＤであるか否かを判断する（ステップＴ３）。
【００８４】
　端末ＩＤが、移動体通信機器２０に対応するＩＤであれば（ステップＴ３：ＹＥＳ）、
アンテナ番号抽出部２０７は、復号された制御情報から、アンテナフィールドに対応する
情報を抽出し、アンテナ番号を求める（ステップＴ４）。そして、ＴＰＣコマンド抽出部
２０８は、復号された制御情報から、ＴＰＣフィールドに対応する情報を抽出し、アンテ
ナごとのＴＰＣコマンドを抽出する（ステップＴ５）。送信電力制御部２０９は、アンテ
ナごとのＴＰＣコマンドに従って、各アンテナ（２０１、２０３）の送信電力を増加また
は減少する（ステップＴ６）。
【００８５】
　端末ＩＤが、移動体通信機器２０に対応するＩＤでない場合（ステップＴ３：ＮＯ、ま
たはステップＴ６の後、送信部１７は、送信処理を終了する。
【００８６】
　以上、説明したように、本実施形態によれば、基地局装置１０は、移動体通信機器２０
および２１の複数のアンテナごとにＳＩＲを算出して、算出した値を所定の目標値にする
ためのＴＰＣコマンドを、個別ＳＩＲ測定値と目標値との差の絶対値が大きい受信信号に
対応する制御情報を優先して送信するので、アンテナごとに制御量が異なる場合であって
も、送信側で制御量の大きなアンテナの送信電力が優先的に制御され、その結果、受信側
でアンテナごとの受信信号の分離が容易となって、アンテナに対応する伝送チャネルの通
信品質が向上する。
【００８７】
　ＴＰＣコマンドの送信周期（チャネル割当テーブル更新周期）をＴＰＣの更新周期より
短くすることで、基地局装置１０は、ＴＰＣ更新周期において、複数のアンテナの送信電
力を制御することができる。
【００８８】
　また、基地局装置１０は、送信できなかったＴＰＣコマンドは破棄するので、前回の算
出したＴＰＣコマンドが送信されることにより、制御が遅れることがなくなる。
【００８９】
　（第２の実施形態）
　本発明の第２の実施形態について、図１５～図２０を参照して説明する。図１５は、本
実施形態の基地局装置１０ａの構成を示すブロック図である。同図を参照すると、基地局
装置１０ａは、制御情報作成部１５において、ＳＩＲ目標データ１５１に加えてＢＬＥＲ
目標データ１６１を予め記憶しておき、ＢＬＥＲ測定データ１６３を作成し、優先度設定
データ１５５の代わりに優先度設定データ１５５ａを作成する以外は、第１の実施形態の
基地局装置１０と同様の構成である。
【００９０】
　第１の実施形態においては、制御情報作成部１５は、ＳＩＲの測定値（１３１）が目標
値（１５１）になるように送信電力の制御（インナーループ送信電力制御）のみを行って
いた。
【００９１】
　これに対して、本実施形態においては、制御情報作成部１５は、信号分離部１１１によ
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り分離された各信号について、受信品質を示すパラメータであるＢＬＥＲ（BLock Error 
Rate）値を算出する。制御情報作成部１５は、算出したＢＬＥＲを示す情報をＢＬＥＲ測
定データ１５９として記憶する。そして、制御情報作成部１５は、算出したＢＬＥＲ（１
６３）が目標値（１６１）になるように、アンテナごとにＳＩＲの目標値（１５１）を算
出し、ＳＩＲの測定値（１３１）が、この目標値（１５１）になるように、送信電力の制
御（アウターループ送信電力制御）を行う。
【００９２】
　ここで、ＢＬＥＲ値の測定は、ＴＰＣの更新周期（１ミリ秒）よりも、ある程度長い周
期（例えば、数１００ミリ秒から数秒）で行う。
【００９３】
　なお、基地局装置１０は、ＢＬＥＲ値に限らず、受信品質を示すパラメータであれば、
ＢＥＲ（Bit Error Rate）など、他のパラメータを使用して送信電力制御を行ってもよい
。
【００９４】
　制御情報作成部１５は、ＢＬＥＲの測定値（１５９）と目標値（１５７）との差が大き
いアンテナに対応する制御情報を優先するように、優先度設定データ１５５ａを作成する
。
【００９５】
　図１６は、ＢＬＥＲ目標データ１６１の構成の一例を示す図である。同図を参照すると
、ＢＬＥＲ目標データ１５７は、「端末ＩＤ」、「アンテナ番号」、および「ＢＬＥＲ目
標値」を示す情報を含む。
【００９６】
　図１７は、ＢＬＥＲ測定データ１６３の構成の一例を示す図である。同図を参照すると
、ＢＬＥＲ目標データ１５７は、「端末ＩＤ」、「アンテナ番号」、および「ＢＬＥＲ測
定値」を示す情報を含む。
【００９７】
　図１６および図１７において、「端末ＩＤ」は、移動体通信機器ごとに一意に割り当て
られた番号であり、「アンテナ番号」は、アンテナごとに一意に割り当てられた番号であ
る。「ＢＬＥＲ目標値」は、アンテナごとのＢＬＥＲの目標値であり、アンテナに対応す
るパスにおける、サービス品質に基づいて設定される。「ＢＬＥＲ測定値」は、アンテナ
ごとに算出されたＢＬＥＲ値である。
【００９８】
　図１８は、優先度設定データ１５５ａの構成の一例を示す図である。同図を参照すると
、優先度設定データ１５５ａは、「アンテナ番号」、「ＢＬＥＲ差」、および「アンテナ
優先度」を示す情報を含む。
【００９９】
　「アンテナ番号」は、アンテナごとに一意に割り当てられた番号であり、「ＳＩＲ差」
は、アンテナごとに算出されたＳＩＲと目標値との差の絶対値である。「アンテナ優先度
」は、１つの移動体通信機器におけるアンテナごとの優先度を示し、「ＢＬＥＲ差」の大
きい機器ほど高い優先度が設定される。
【０１００】
　本実施形態の基地局装置１０ａの動作について説明する。基地局装置１０ａの実行する
送信電力制御処理は、第１の実施形態の送信電力制御処理と同様である。
【０１０１】
　図１９および図２０は、本実施形態の制御情報作成処理を示すフローチャートである。
同図を参照すると、制御情報作成部１５は、最初に受信信号を分離したとき、または前回
のＳＩＲの更新時からＳＩＲの目標値の更新期間（例えば、１秒）が経過したか否かを判
断する（ステップＳ３１）。ＳＩＲの更新期間が経過していれば（ステップＳ３１：ＹＥ
Ｓ）、制御情報作成部１５は、アンテナごとにＢＬＥＲを算出し、アンテナごとのＢＬＥ
Ｒを示す情報をＢＬＥＲ測定データ１６３として記憶する（ステップＳ３２）。制御情報
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作成部１５は、算出したＢＬＥＲ（１６３）が目標値（１６１）になるように、アンテナ
ごとにＳＩＲの目標値を算出し、アンテナごとのＳＩＲを示す情報をＳＩＲ目標データ１
５１として記憶する（ステップＳ３３）。
【０１０２】
　ＳＩＲの更新期間が経過していない場合（ステップＳ３１：ＮＯ）、またはステップＳ
３３の後、制御情報作成部１５は、ＳＩＲ測定用信号の送信周期が経過していれば（ステ
ップＳ３５：ＹＥＳ）、アンテナごとにＳＩＲを測定し（ステップＳ３６）、移動体通信
機器ごとにＳＩＲの平均値を算出し（ステップＳ３７）、ＴＰＣ更新周期が経過するたび
に（ステップＳ３８：ＹＥＳ）、アンテナごとにＴＰＣコマンドを作成する（ステップＳ
３９）。
【０１０３】
　制御情報作成部１５は、ＢＬＥＲの測定値と目標値との差に基づいて優先度設定データ
１５５ａを作成し（ステップＳ４０ａ）、優先度に従って、ＴＰＣコマンド割当テーブル
１５９を作成する（ステップＳ４１）。
【０１０４】
　以上説明したように、本実施形態によれば、ＢＬＥＲの測定値と目標値との差が大きい
アンテナに対応するＴＰＣコマンドを優先して送信するので、通信品質であるパラメータ
（ＢＬＥＲ）に基づく送信電力の制御量が多いアンテナの制御が遅れることがなくなる。
【０１０５】
　（第３の実施形態）
　本発明の第３の実施形態について、図２１～図３１を参照して説明する。図２１は、本
実施形態の基地局装置１０ｂの構成を示すフローチャートである。同図を参照すると、基
地局装置１０ｂは、パラメータ取得部１３においてＭＣＳ測定データ１３１ｂを取得し、
制御情報作成部１５においてＭＣＳ目標データ１５１ｂを記憶しておき、チャネル割当テ
ーブル１５７に加えて、ＭＣＳ制御コマンド１５３ｂ、優先度設定データ１５５ｂ、およ
びＭＣＳコマンド割当テーブル１５９ｂを作成する以外は、第１の実施形態の基地局装置
１０と同様の構成である。
【０１０６】
　パラメータ取得部１３は、信号分離部１１１により分離された各信号に基づき、アンテ
ナごとにＭＣＳ（modulation and Coding Scheme）番号を取得する。ＭＣＳ番号は、変調
方式と符号化率との組み合わせを示す番号である。
【０１０７】
　図２２は、ＭＣＳ番号と、変調方式、符号化率、および転送速度との対応関係の一例を
示した図である。同図を参照すると、ＭＣＳ番号は、転送速度が大きくなる組み合わせほ
ど、大きな番号となるように設定される。
【０１０８】
　例えば、変調方式が「ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying）」で、符号化率が
「１／８」である組み合わせに対応するＭＣＳ番号は「１」とする。
【０１０９】
　制御情報作成部１５は、移動体通信機器ごと、アンテナごとにＭＣＳ番号の目標値を示
す情報をＭＣＳ目標データ１６１として記憶しておく。制御情報作成部１５は、ＭＣＳ番
号の目標値を指示するＭＣＳ制御コマンド１５３ｂをアンテナごとに作成し、記憶する。
そして、制御情報作成部１５は、ＭＣＳ番号の測定値と目標値との差の絶対値の大きいア
ンテナ、移動体通信機器の優先度を高くするように、優先度設定データ１５５ｂを作成し
、優先度に従ってチャネル割当テーブル１５７およびＭＣＳコマンド割当テーブル１５９
ｂを作成する。
【０１１０】
　送信部１７は、ＭＣＳコマンド割当テーブル１５９ｂに従って、ＭＣＳ制御コマンドを
含むサブフレーム１７１ｂを送信する。
【０１１１】
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　図２３は、ＭＣＳ測定データ１３１ｂの構成の一例を示す図である。同図を参照すると
、ＭＣＳ目標データ１３１ｂは、「端末ＩＤ」、「アンテナ番号」、および「ＭＣＳ測定
値」を示す情報を含む。
【０１１２】
　「端末ＩＤ」は、移動体通信機器ごとに一意に割り当てられた番号であり、「アンテナ
番号」は、アンテナごとに一意に割り当てられた番号であり、「ＭＣＳ測定値」」は、ア
ンテナごとのＭＣＳ番号の測定値である。
【０１１３】
　図２４は、ＭＣＳ目標データ１５１ｂの構成の一例を示す図である。同図を参照すると
、ＭＣＳ目標データ１５１ｂは、「ＳＩＲ測定値」および「ＭＣＳ目標値」を示す情報を
含む。
【０１１４】
　「ＳＩＲ測定値」は、ＳＩＲの測定値であり、「ＭＣＳ目標値」は、ＳＩＲの測定値に
応じて設定される目標値である。例えば、ＳＩＲの測定値が大きいほど、高いＭＣＳ目標
値を設定する。
【０１１５】
　図２５は優先度設定データ１５５ｂの構成の一例を示す図である。同図を参照すると、
優先度設定データ１５５ｂは、「アンテナ番号」、「ＭＣＳ差」、および「アンテナ優先
度」を示す情報を含む。
【０１１６】
　「ＭＣＳ差」はアンテナごとのＭＣＳ番号の測定値と目標値との差の絶対値である。「
アンテナ優先度」は、１つの移動体通信機器におけるアンテナごとの優先度である。
【０１１７】
　図２６は、ＭＣＳコマンド割当テーブル１６５の構成の一例を示す図である。同図を参
照すると、ＭＣＳコマンド割当テーブル１６５は、「端末ＩＤ」、「アンテナ優先度」、
「送信アンテナ番号」、および「ＭＣＳ制御コマンド」を示す情報を含む。
【０１１８】
　「アンテナ優先度」は、１つの移動体通信機器におけるアンテナごとの優先度を示し、
「送信アンテナ番号」は、送信対象のアンテナの番号を示し、「ＭＣＳ制御コマンド」は
、ＭＣＳ番号の目標値を指示するための情報である。
【０１１９】
　図２７は、本実施形態の無線フレームのフォーマットを示す図である。同図を参照する
と、無線フレームは、サブフレーム１７３に時分割され、サブフレーム１７３のＰＤＣＣ
Ｈ（ＵＬ）には、端末ＩＤを示す情報が格納され、アンテナフィールドおよびＭＣＳフィ
ールドが設けられる。このＭＣＳフィールドにＭＣＳ制御コマンドが格納される。
【０１２０】
　図２８は、本実施形態の移動体通信機器２０ｂの構成を示すブロック図である。同図を
参照すると、移動体通信機器２０ｂは、ＴＰＣコマンド抽出部２０８および送信電力制御
部２０９の代わりにＭＣＳ制御コマンド抽出部２０８ｂおよび通信方式変更部２０９ｂを
有する以外は、第１の実施形態の移動体通信機器２０と同じ構成である。
【０１２１】
　ＭＣＳ制御コマンド抽出部２０８ｂは、復号された制御情報から、ＭＣＳフィールドに
対応する情報を抽出し、アンテナごとのＭＣＳ制御コマンドを抽出する。
【０１２２】
　通信方式変更部２０９ｂは、ＭＣＳ制御コマンドに従って、各アンテナの通信方式（変
調方式および符号化率）を変更する。
【０１２３】
　移動体通信機器２１ｂは、移動体通信機器２０ｂと同様の構成である。
【０１２４】
　図２９は、基地局装置１０ｂの実行する制御情報作成処理を示すフローチャートである
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。パラメータ取得部１３は、最初に受信信号を分離したとき、または前回の計測時からＳ
ＩＲ測定用信号の送信周期（１ミリ秒）が経過したか否かを判断する（ステップＳ３５）
。ＳＩＲ測定用信号の送信周期が経過したならば（ステップＳ３５：ＹＥＳ）、パラメー
タ取得部１３は、分離された信号からアンテナごとにＳＩＲとＭＣＳ番号とを算出し（ス
テップＳ３６ｂ）、機器ごとにＳＩＲの平均値を算出する（ステップＳ３７ｂ）。
【０１２５】
　制御情報作成部１５は、ＭＣＳ更新周期（２ミリ秒）が経過したか否かを判断する（ス
テップＳ３８ｂ）。ＭＣＳ更新周期が経過したならば（ステップＳ３８ｂ：ＹＥＳ）、制
御情報作成部１５は、ＳＩＲの測定値に対応するＭＣＳの目標値をＭＣＳ目標データ１５
１ｂから読み出し、読み出した目標値を指示するＭＣＳ制御コマンド１５３ｂを作成する
（ステップＳ３９ｂ）。制御情報作成部１５は、ＭＣＳ番号の測定値と目標値との差の絶
対値に基づいて、優先度設定データ１５５ｂを作成する（ステップＳ４０ｂ）。制御情報
作成部１５は、優先度に従って、ＭＣＳコマンド割当テーブル１５９ｂを作成する（ステ
ップＳ４１ｂ）。
【０１２６】
　ＳＩＲ測定用信号の送信周期が経過していない場合（ステップＳ３５ｂ：ＮＯ）、ＭＣ
Ｓ更新周期が経過していない場合（ステップＳ３８ｂ：ＮＯ）、またはステップＳ４１ｂ
の後、制御情報作成部１５は、制御情報作成処理を終了する。
【０１２７】
　図３０は、本実施形態の送信処理を示すフローチャートである。同図を参照すると、送
信部１７は、最初にＭＣＳ制御コマンドを作成したとき、又は前回ＭＣＳ制御コマンドを
送信したときから、チャネル割当テーブル更新周期（１ミリ秒）が経過したか否かを判断
する（ステップＳ５１ｂ）。
【０１２８】
　チャネル割当テーブル１５７の更新周期（１ミリ秒）を経過していれば（ステップＳ５
１ｂ：ＹＥＳ）、送信部１７は、各移動体通信機器のＳＩＲの平均値に基づいて、チャネ
ル割当テーブル１５７を作成して記憶し（ステップＳ５２ｂ）、いずれかのチャネルを選
択し、チャネル割当テーブル１５７において、選択したチャネルに移動体通信機器の割当
があるか否かを判断する（ステップＳ５３）。選択したチャネルに移動体通信機器の割当
があれば（ステップＳ５３：ＹＥＳ）、送信部１７は、ＭＣＳ制御コマンド割当テーブル
１５９ｂにおいて、その時刻にアンテナの割当があるか否かを判断する（ステップＳ５４
ｂ）。
【０１２９】
　アンテナの割当があれば（ステップＳ５４ｂ：ＹＥＳ）、送信部１７は、アンテナフィ
ールドに割り当てられた「アンテナ番号」を示す情報を付加し、ＭＣＳフィールドにＭＣ
Ｓ制御コマンドを付加する（ステップＳ５５ｂ）。
【０１３０】
　送信部１７は、割当のあった機器をチャネル割当テーブル１５７から削除し（ステップ
Ｓ５６ｂ）、割当のあったＭＣＳ制御コマンドをＭＣＳ制御コマンド割当テーブル１５９
ｂから削除する（ステップＳ５７ｂ）。
【０１３１】
　選択したチャネルに移動体通信機器の割当がない場合（ステップＳ５３ｂ：ＮＯ）、そ
の時刻にアンテナの割当がない場合（ステップＳ５４ｂ：ＮＯ）、またはステップＳ５７
ｂの後、送信部１７は全てのチャネルに制御情報を付加したか否かを判断する（ステップ
Ｓ５８ｂ）。全てのチャネルに制御情報を付加していなければ（ステップＳ５８ｂ：ＮＯ
）、送信部１７は、ステップＳ５３ｂに戻る。
【０１３２】
　全てのチャネルに制御情報を付加したならば（ステップＳ５８ｂ：ＹＥＳ）、送信部１
７は、アンテナフィールドおよびＭＣＳフィールドを設定したサブフレーム１７１ｂを移
動体通信機器に送信する（ステップＳ５９ｂ）。チャネル割当テーブル１５７の更新周期
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（１ミリ秒）を経過していない場合（ステップＳ５１ｂ：ＮＯ）、またはステップＳ５９
ｂの後、送信部１７は、送信処理を終了する。
【０１３３】
　図３１は、移動体通信機器２０ｃの実行する受信制御処理を示すフローチャートである
。同図を参照すると、本実施形態の受信制御処理は、ステップＴ５およびＴ６の代わりに
ステップＴ５ｂおよびＴ６ｂを実行する以外は、第１の実施形態の受信制御処理と同様で
ある。
【０１３４】
　端末ＩＤが、移動体通信機器２０ｂに対応するＩＤであれば（ステップＴ３：ＹＥＳ）
、ＭＣＳ制御コマンド抽出部２０８ｂは、復号された制御情報から、アンテナフィールド
およびＭＣＳフィールドに対応する情報を抽出し、アンテナごとのＭＣＳ制御コマンドを
抽出する（ステップＴ５ｂ）。通信方式制御部２０９ｂは、アンテナごとのＭＣＳ制御コ
マンドに従って、各アンテナの通信方式（変調方式および符号化率）を制御する（ステッ
プＴ６ｂ）。
【０１３５】
　なお、基地局装置は、移動体通信機器のＭＣＳ番号でなく、符号化率のみを制御する構
成としてもよい。
【０１３６】
　以上、説明したように本実施形態によれば、基地局装置１０ｂはＭＣＳ番号の測定値と
目標値との差の絶対値が大きなアンテナに対応するＭＣＳ制御コマンドを優先して送信す
るので、通信方式の変更が比較的大きなアンテナの制御が遅れることがなくなり、通信品
質が向上する。
【０１３７】
　（第４の実施形態）
　本発明の第４の実施形態について、図３２を参照して説明する。同図は、本実施形態の
ＭＩＭＯシステム１ａの構成を示す図である。同図を参照すると、ＭＩＭＯシステム１ａ
は、基地局装置１０ｃと、移動体通信機器２０ｃおよび２１ｃを有する。基地局装置１０
ｃの送信用のアンテナは２本以上であり、移動体通信機器２０ｃおよび２１ｃの送信用の
アンテナは１本である。本実施形態は、基地局装置および移動体通信機器の送信用のアン
テナ数が異なる点で第１実施形態と異なる。
【０１３８】
　基地局装置１０ｃの構成および動作は、第１実施形態の移動体通信機器２０および２１
と同様である。移動体通信機器２０ｃおよび２１ｃの構成および動作は、第１実施形態の
基地局装置１０と同様である。
【０１３９】
　つまり、本実施形態では、基地局装置１０ｃが移動体通信機器２０ｃおよび２１ｃにＳ
ＩＲ測定用信号を送信し、移動体通信機器２０ｃおよび２１ｃが、ＳＩＲに基づいて、基
地局装置１０ｃの送信電力をアンテナごとに制御する。
【０１４０】
　本実施形態によれば、移動体通信機器が基地局装置から受信する信号の受信品質を向上
させることができる。
【０１４１】
　なお、基地局装置、移動体通信機器の双方の送信用のアンテナが複数である場合、双方
が互いに送信電力制御やＭＣＳ番号の制御を行ってもよいのは勿論である。
【０１４２】
　図１２～図１４、図１９、図２０、および図２９～図３１に示した処理の一部又は全て
は、コンピュータプログラムの実行により実現してもよいのは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【０１４３】
【図１】第１の実施形態のＭＩＭＯシステムの構成を示すブロック図である。
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【図２】第１の実施形態の基地局装置の構成を示すブロック図である。
【図３】第１の実施形態のＳＩＲ測定データの構成の一例を示す図である。
【図４】第１の実施形態のＳＩＲ目標データの構成の一例を示す図である。
【図５】第１の実施形態のＴＰＣコマンドの構成の一例を示す図である。
【図６】第１の実施形態の優先度設定データの構成の一例を示す図である。
【図７】第１の実施形態のチャネル割当テーブルの構成の一例を示す図である。
【図８】第１の実施形態のＴＰＣコマンド割当テーブルの構成の一例を示す図である。
【図９】第１の実施形態の無線フレームのフォーマットを示す図である。
【図１０】第１の実施形態の移動体通信機器の構成を示すブロック図である。
【図１１】第１の実施形態の送信電力制御処理を示すフローチャートである。
【図１２】第１の実施形態の制御情報作成処理を示すフローチャートである。
【図１３】第１の実施形態の送信処理を示すフローチャートである。
【図１４】第１の実施形態の受信制御処理を示すフローチャートである。
【図１５】第２の実施形態の基地局装置の構成を示すブロック図である。
【図１６】第２の実施形態のＢＬＥＲ目標データの構成の一例を示す図である。
【図１７】第２の実施形態のＢＬＥＲ測定データの構成の一例を示す図である。
【図１８】第２の実施形態の優先度設定データの構成の一例を示す図である。
【図１９】第２の実施形態の制御情報作成処理を示すフローチャートである。
【図２０】第２の実施形態の制御情報作成処理を示すフローチャートである。
【図２１】第３の実施形態の基地局装置の構成を示すブロック図である。
【図２２】第３の実施形態におけるＭＣＳ番号の設定例を示す図である。
【図２３】第３の実施形態のＭＣＳ測定データの構成の一例を示す図である。
【図２４】第３の実施形態のＭＣＳ目標データの構成の一例を示す図である。
【図２５】第３の実施形態の優先度設定データの構成の一例を示す図である。
【図２６】第３の実施形態のＭＣＳコマンド割当テーブルの構成の一例を示す図である。
【図２７】第３の実施形態の無線フレームのフォーマットを示す図である。
【図２８】第３の実施形態の移動体通信機器の構成を示すブロック図である。
【図２９】第３の実施形態の制御情報作成処理を示すフローチャートである。
【図３０】第３の実施形態の送信処理を示すフローチャートである。
【図３１】第３の実施形態の受信制御処理を示すフローチャートである。
【図３２】第４の実施形態のＭＩＭＯシステムの構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【０１４４】
　１、１ｃ　　ＭＩＭＯシステム
　１０、１０ｂ、１０ｃ　　基地局装置
　２０、２１、２０ａ、２０ｃ、２１ｃ　　移動体通信機器
　１１　　受信部
　１３　　パラメータ取得部
　１５　　制御情報作成部
　１７　　送信部
　１１１　　信号分離部
　１３１　　ＳＩＲ測定データ
　１３１ｂ　　ＭＣＳ測定データ
　１５１　　ＳＩＲ目標データ
　１５３　　ＴＰＣコマンド
　１５５　　優先度設定データ
　１５７　　チャネル割当テーブル
　１５９　　ＴＰＣコマンド割当テーブル
　１５１ｂ　　ＭＣＳ目標データ
　１５３ｂ　　ＭＣＳ制御コマンド
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　１５５ｂ　　優先度設定データ
　１５９ｂ　　ＭＣＳ制御コマンド割当テーブル
　１６１　　ＢＬＥＲ目標データ
　１６３　　ＢＬＥＲ測定データ
　１７１、１７１ｂ　　サブフレーム
　２０１、２０２、２０３　　アンテナ
　２０５　　ＰＤＣＣＨ復号部
　２０６　　端末ＩＤ抽出部
　２０７　　アンテナ番号抽出部
　２０８　　ＴＰＣコマンド抽出部
　２０９　　送信電力調整部
　２０８ｂ　　ＭＣＳ制御コマンド抽出部
　２０９ｂ　　通信方式制御部
　Ｓ１～Ｓ５、Ｓ３１～Ｓ４１、Ｓ５１～Ｓ５９、Ｔ１～Ｔ６、Ｓ３９ａ、Ｓ３５ｂ～Ｓ
４１ｂ、Ｓ５１ｂ～Ｓ５９ｂ、Ｔ５ｂ、Ｔ６ｂ　　ステップ

【図１】 【図２】
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【図７】

【図８】

【図９】
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【図１９】

【図２０】
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【図２３】
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